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第 1 章では，大規模リアルタイムシステム，特にD 1 P S CDenden -Kosha Information Processing 
System) を対象としてその概要と特徴とを述べ，本研究の目的と意義とを明らかにしている O
第 2 章では，リアルタイムシステム用オペレーティングシステムのカーネル(核)に関して，ローカ
ルメモリ，仮想記憶およびマルチフ。ロセッサを世界で初めて導入した大規模システムである， D 1 P S 
におけるページ要求方式の性能向上のための新しい技法とその効果とを示している。
第 3 章では，非常に大規模なリアルタイムシステムにおける超大容量記憶装置 CMS S : Mass Stoｭ






























(5) リアルタイムシステムでの通信のソフトウェア処理時間短縮のため， 100Mbps の光ループで結合
されたプロセッサ分散方式を考案し ブロック化転送方式の採用によってデータ長に依存しない高
い伝送効率を実現するとともに，無中断運転方式を実用化し，同時にこの方式をN対N通信に適用で
きるよう拡張している。
以上のように本論文は，リアルタイムシステムのプログラム制御方式に関して多くの新しい手法を導
入しその性能を画期的に向上させるなどの多くの重要な新知見を含み，情報処理工学に寄与する所が極
めて大きし、。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
